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自貢市農業局内部構成組織図 
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水田作普及関係の実証試験・実証展示圃課題の推移 

１、成都市 
目標：省力・低コスト技術の確立と普及 
年 次  成都第２農業科学研究所－実証試験課題名と内容           成都市温江区踏水鎮－実証展示課題名と内容     
1999 年  水稲畑苗高収量栽培技術の検証                    水稲畑苗栽培技術の普及 
     （畑苗と水苗の生育・収量の比較）                  （畑苗育苗技術、畑苗の本田の生育を展示） 
2000 年  水稲・小麦連続不耕起栽培の検証                   水稲投げ苗栽培技術の普及 
     （麦藁等還元田での投げ苗移植栽培など）               （畑苗の投げ苗栽培技術を展示） 
2001 年  水稲・小麦連続不耕起栽培の検証                   水稲・小麦不耕起栽培、投げ苗技術の普及 

（不耕起投げ苗栽培における麦藁の処理法を検討）           （畑苗の不耕起投げ苗栽培技術を展示） 
2002 年  水稲・小麦連続不耕起栽培の検証                   連続不耕起藁還元田の水稲投げ苗栽培技術の普及 

（藁還元連続不耕起投げ苗栽培で藁などの施用効果を検討）       （ニンニク収穫後の水田で D 優６８の畑苗を投げ苗栽培し展示） 
2003 年   水稲・小麦連続不耕起栽培の検証                  連続不耕起投げ苗栽培の展示 
     （畑苗育苗時除草法、連続不耕起栽培可能年数などを検討）       （藁還元、不耕起投げ苗栽培を畑苗で実施） 
 
２．自貢市 
目標：良質・多収品種の選定と普及 
年 次  自貢市農業科学研究所－実証試験課題名と内容             自貢市富順県代寺鎮－実証展示課題名と内容 
2000 年  水稲品種比較による栽培技術の検証                   水稲新品種の栽培技術普及 
     （水稲５品種を供試、高品質・高収量品種を選定）            （導入可能な４品種を展示栽培） 
2001 年  水稲窒素施用量比較による栽培技術の検証                水稲栽植密度比較展示 

（Ⅱ優 7 号を供試して、適正窒素施用量を検討）             （新品種金優 527 の畑苗を、本田で栽植密度を設定して展示栽培） 
2002 年  水稲品種比較による栽培技術の検証                   F1 品種の適正窒素施用量の比較展示 

（優良５品種の比較試験を実施）                    （川香優２号を、窒素施用量を変えて展示栽培） 
2003 年  水稲品種比較による栽培技術の検証                   優良品種の比較展示 

（優良５品種の収量・品質を検討）                   （優良１５品種を展示栽培） 
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畑作実証試験・展示圃の課題体系（成都市） 
基本課題：畑作周年野菜栽培体系の確立 
 

 実 証 試 験  農業技術普及員の技術向上    展 示 圃 
 成都市第一農科所     金牛区付家村 

                                                                                                                      
    実証試験課題          主な実証技術                   実証展示課題           １９９９年   
                           ・キュウリ栽培管理             ・育苗箱による育苗 
    １９９９年            ・覆土の厚さと発芽             ・品種別の整枝法 

キュウリ育苗・整枝改善 
による栽培技術の普及 

 
 

畑 
 

 
 

キュウリ品種、葉齢が雌花     ・灌水方法と根の発達            ・病害虫防除技術     作
分化に及ぼす影響 
 
 

 
    ・定植の深さと活着 
    ・品種と整枝（仕立て） 

 
物 
 

 
 
 

                            ・病害虫防除 周  
                                                                                  ２０００年   
     ２０００年            ・接木方法                     ・品種と整枝（仕立て） ハウスキュウリ適性品  年  
キュウリの接ぎ木が収量、     ・接木台木の選定               ・健苗育苗     種の普及
品質に与える影響     ・接木と病害虫                 ・病害虫防除     栽
     ・接木と品質、収量  

培  
    ２００１年            ・キュウリの肥培管理                                      ２００１年   
品種比較試験と肥培管理 
      （キュウリ） 
 

    ・品種の特性                   ・キュウリ接木 
    ・接木の方法                   ・ナス接木 
                                  ・キュウリ整枝 

施設園芸周年栽培体系の普及 
（ナス、キュウリ、レタス） 
 

 
 
 

技 
 
術 

 
 
 

                                                          ・灌水と育苗     
     ２００１年            ・マルチの種類と地温 の  
マルチの色が生育に与え     ・マルチと品質、収量                                      ２００２年   
影響試験     ・病害虫防除                   ・育苗 無公害野菜（ナス）栽培技術  確  
                            ・低毒性農薬                   ・接木 普及    
                                                        ・低毒性農薬   立  
     ２００２年            ・マルチ全面被覆               ・全面マルチ     
瓜類総合病虫防除の確立試     ・点滴潅漑                     ・微生物肥料   
験 （キュウリ）     ・防虫網 

 
 

 

  
                           ・低毒性農薬 
                                                        ・ハウス適正管理        ２００３年 
      ２００３年            ・施設、露地比較               ・低毒性農薬 施設野菜栽培の普及 
周年栽培の為の仕立て法の     ・催芽処理                     ・全面マルチ （ナス、セリ（予定） 
検証試験 （ニガウリ）     ・品種特性                     ・微生物肥料  
                           ・総合防除 



畑作実証試験・展示圃の課題体系（自貢市） 
 基本課題：畑作産地の育成 
 

 実 証 試 験   農業技術普及員の技術向上    展 示 圃 
 自貢市農科所    龍潭鎮、白廟鎮

                                                                                                                      
    実証試験課題           主な技術                     実証展示課題         １９９９年   
                           ・健苗育成                      ・育苗箱による育苗 
     １９９９年           ・苗床消毒                        ・トマト肥培管理 

トマト栽培技術の普及 
 （龍潭鎮、白廟鎮） 

 
 

 
 

 
 

高品質、高生産技術の検証     ・催芽処理                      ・病害虫防除   畑  
   （トマト） 
 

    ・病害虫防除 
    ・施肥法 

 
作 

 
 

                            ・着果促進  
                                                                                  ２０００年 産  
      ２０００年           ・育苗法（播種箱）               ・健苗（床土）育成 トマト栽培技術の普及    
肥培栽培技術確立試験    ・鉢上げ（ポット育苗）            ・鉢育苗（温度管理）  （龍潭鎮、白廟鎮）  地  
（トウガラシ（ピーマン）    ・病害虫防除                     ・病害虫防除     
    ・肥培管理                       ・水田との輪作 の  
                                                                                    ２００１年   
     ２００１年           ・マルチ資材                    ・鉢上げ育苗 トマト栽培技術の普及  育  
マルチの色の違いによる栽    ・マルチ色と地温                 ・ホルモン剤使用  （龍潭鎮、白廟鎮）    
培試験  （トマト）    ・雑草防止                       ・摘果処理促進   成  
    ・ハウス管理技術                 ・病害虫防除   

 
      ２００１年           ・太陽熱による土壌消毒                                   ２００２年   
施設の太陽熱利用土壌消毒 
効果試験（キュウリ） 

   ・土壌病害                      ・優良品種 
   ・物理的防除                    ・病害虫防除 

トマト高品質、高生産技術の
普及      （龍潭鎮）

 
 

 
 

 
 

 

   

                            ・減農薬                        ・施肥技術               ２００２年                    
                                                           ・作付け体系 
      ２００２年           ・無公害栽培技術                 ・肥培管理 

施設トマト、キュウリ栽培 
技術の普及   （白廟鎮）

 
 

減農薬栽培技術の検証    ・太陽熱利用土壌消毒             ・減農薬  
 （キュウリ）    ・低毒性農薬                                            ２００３年 
                             ・接ぎ木                        ・接ぎ木 施設ナス接ぎ木栽培の普及  
                                                           ・ハウス管理                 （龍潭鎮）  

接ぎ木、堆肥、深耕が収量 
に及ぼす影響（ナス） 

   ・有機質肥料                    ・健苗育成 
   ・深耕効果                      ・病害虫防除 

施設トマト、トウガラシ生産
技術            （白廟鎮）  

 
       ２００３年           ・接ぎ木                                                ２００３年 

                            ・減農薬                        ・肥培管理 



「第 1 回合同評価会」 
 
１． 日 時 2003 年 11 月 24 日（月） 14:05～17:45 
２． 場 所 農業庁２階 
３． 出席者   

（中国側）農業部：李立秋全国農業技術普及サービスセンター副主任他 2 名 
     四川省農業庁：趙学謙副庁長、趙世勇（C/P リーダー）、李明（C/P 副リーダー）他

     四川省科学技術庁：梁晋国際合作処処長 
     評価団：高奇瑞団長他 3 名 
（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４． 挨拶･説明 

１） 荒井団長 
① 日本にいたときの情報ではプロジェクトは成功していると聞いているので、よく見てみ

② 円滑な終了時評価の実施に努めたい。 
２） 高団長 
① 本プロジェクトの実施期間は、中国の農業技術の改革の期間と合致している。 
② 活動については、計画通り進められ成果を収めている。 
③ 5 年の成果を取りまとめ、引き続きプロジェクト成果を広めていきたい。 

 この後、松本団員による評価手法の説明、プロジェクト側による活動の詳細な説明（VCD に

プロジェクトの紹介、パワーポイントによる実施状況説明）あり。 
５． 質疑応答・意見交換 

１） 李立秋氏 
① 日中双方の努力で計画通りであり、目標が達成されている。 
② 農業普及システムの確立のためには、国の組織改革が必要。そのためには、法整備をす

きで、現在法案化している。 
③ 中国の実情に合わせて、よりよい農業普及システムを構築していきたい。 
④ 現在、JICA で計画されている西部地区の普及技術研修について、農業普及改良事業は

部が責任を持って実施しているが、その一方 JICA の窓口は科技部であり、そのために

修員の人選の問題がある。農業部としては、科技部の統一的管理指導を受け入れるが、

運営は農業部に任せてほしいと考えており、とりわけ人選についてこれから科技部と話

うことにしている。 
⑤ 定期的に学術交流会（中国の全国農業改良普及協会と、日本の全国農業改良普及協会と

携）を実施した。 
２） プロジェクトの実施状況に関する質疑応答 
【荒井】普及計画の策定、普及計画に基づく活動の推進、活動成果の評価に関する今後の課題と

【李明】“営農実態調査方法簡略化”は、普及員の研修で使いやすい方法を紹介するなどによ

普及員のほとんどが身につけている。“活動情報の共有化”は、他の郷鎮に広めることが課題

る。“活動システムの制度化”及び“管理体制の規範整備”はモデル地区では定着したものの

省に普及定着することが今後の課題であり、そのためには行政クラスの改革に期待される。 
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【梁】四川省科技庁は農業部李立秋氏の人材育成にかかる研修と学術交流の提案に賛成であり、四

川省科技庁は四川省農業庁を全力で支援したい。 
【高】営農実態調査について、たとえば果物を栽培するところと野菜を栽培するところ、あるいは

経営規模の状態等の違いにより調査手法は異なる必要はないのか。 
【李明】営農実態調査は、営農計画を策定するために実施するが、地方の実態が異なるたびにその

ような違いを考慮するべきである。 
６． 合同評価レポートの進め方 

覚書及び評価報告書のドラフトについて説明。（１．プロジェクトの評価、２．プロジェクトの

概要、３．プロジェクトの達成度、評価 5 項目結果（５．自立発展性を省く）別紙評価結果）11
月 28 日までに何かあればコメントしてもらうことにした。 

 
 

「成都市第一農業科学研究所訪問」 
 
１．日 時 2003 年 11 月 25 日（火） 10:00～12:15 
２．場 所 成都市第一農業科学研究所 
３．出席者  

（中国側）成都市第一農業科学研究所：丁仲芳所長、呉永勝副所長、陳玲主任他 2 名 
     四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 8 名 
     評価団：高奇瑞団長他 3 名 
（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４．挨拶･説明 

荒井団長、丁所長の挨拶の後、陳氏から研究所の活動についてパワーポイントを用いて説明があ

った。陳副主任（畑作 C/P）から、当研究所の概要始め、プロジェクトの実施や成果につき発表。

その後、実証試験地及び科学技術園を視察。発表概要は以下のとおり。 
・ 59 年創立。対象は野菜、花卉中心。加工技術、果樹、きのこ・食用菌の研究も実施。職員 62 名。

研究課題は、冬瓜、なす、キャベツ、唐辛子始め、品種改良。 
・ JICA プロジェクトとの関係については、畑作の周年栽培体系の現地適応性についての実証試験を

担当した。供与された機材（トラクター等）は大きな役割を果たしている。また展示の影響は大

きい。 
・ 成果としてあげられるのは、①研究と普及との連携、②実証展示し、普及するというシステムを

とり、効果をあげたこと、③野菜の品種・病害虫の研究、④農産物の安全性を重視したこと（2002
年の WTO への対応）。 

・ 5 年間の成果として、次の３つ。①農民の希望を把握すること、②普及との連携において、積極

的に研究活動に取り組むこと、③研究成果を発表し、宣伝すること。 
５．質疑応答・意見交換 

【次山】きゅうり、ニガウリ栽培体系を確立したということだが、太陽熱消毒、有機肥料といった

個別の技術を開発して総合技術を確立したということか。 
【陳】農家に普及するには総合技術を普及するほうが良い。 



【次山】個々の技術には、試験結果があるのか。 
【陳】他の施設で試験したデータがあるのでそれを使用した。 
【次山】この研究所で実施された試験技術は、マルチ栽培、接木といった技術ということか。 
【陳】マルチ栽培や接木技術のことである。 
【次山】育種の目的は何か。 
【陳】収量増と定量の確保の両方ある。 
【渡辺】研究機関と普及機関の連携を図ったとのことだが、その留意点は何か。 
【陳】3 つある。①研究計画設定にあたり、農家のニーズをよく把握している普及員を集めて意見

を参考にしている。②検討会などで普及員を集め、課題を把握するとともに、研究成果を普及員か

ら農家に伝えてもらうようにしている。③普及員に研究成果の展示圃での指導をしてもらっている。 
【渡辺】総合技術は数もあり技術的にも高度であるように思うが、農家での活用の可能性について

どのように考えているか。 
【呉】総合技術の数は多いので、全部は難しい。それぞれの農家の実情に応じて農家が使っていく。

たとえば、太陽光などは日照時間が少なく四川省では不可能である。一方、ネット栽培は農家の要

望が高いのでよく使われそうである。農家の特徴を考えて、適切なものを普及していく。 
【荒井】将来の展望について教えてほしい。 
【呉】育種技術の継続、普及事業の推進、品種の開発をやっていきたい。 
【馬場】科学技術園区にこの研究所があることのメリットは何か。 
【呉】科学技術園区とは、1999 年国家計画委員会の方針で出来たものである。現在、四川省には科

学技術園区が５つある。他園では畜産始めさまざま分野を担っている。メリットは次の３つ。①研

究する場所と試験圃が同じ場所なので研究成果がすぐわかること、②国のプロジェクトであること、

③他の普及団や農民がここにきて見学することができること、である。 
７． 研究圃場等視察 

・科学技術園区は 300 ムー（1,800a）の試験圃場をもっている。 
・機材供与されたトラクターや機器が保管されていた。使用日誌がつけられ、維持管理されていた。 

 
 

「成都市金牛区金牛郷訪問」 
 
１．日 時 2003 年 11 月 25 日（火） 14:00～16:30 
２．場 所 金牛区金牛郷政府庁舎、展示圃 
３．出席者   

（中国側）成都市金牛区：趙万松副区長他 7 名 
成都市金牛区金牛郷農業技術推進センター：何承玉主任他 2 名 

     四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 8 名 
     評価団：高奇瑞団長他 2 名 
（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４．挨拶･説明 

荒井団長のあと、趙副区長から挨拶があった。 



１） 趙副区長 
① プロジェクトは産業の発達に大きく寄与している。 
② プロジェクトは農民のニーズの把握のいい模範となった。 
③ “普及は教育”という理念は大いに役立っていくものと思う。 
④ 農民集団育成はとても参考になる。 

５．質疑応答・意見交換 

【次山】プロジェクト前は展示圃をやっていたのか。 
【陳】やっていなかった。 
【次山】農民の技術の習得具合はいかがか。 
【陳】展示圃では、簡単な技術から難しい技術まで、毎年、農業科学研究所と連携し 3～4 回打合

せしている。必要に応じて研修しているし、不明な点があれば別途確認するようにした。研究機関

と普及機関との連携はよく取れていた。 
【次山】農民の興味のあった技術は何か。 
【何】きゅうりとナスの接木と、整枝技術である。 
【次山】展示圃には普段から農民が見ることができるようになっているのか。 
【何】村の下にある生産組のうちの一部であり、普段から自由に見学でき、農民は見る機会が多く

あったと思われる。 
【渡辺】策定された普及計画の評価はしているのか。 
【何】計画当初から徐々に重点が変わってきている。最初は技術指導が中心だったが、普及手法中

心に切り替わった。1999 年 13,000 ムーあった耕地面積も現在は 6,000 ムーと半分になった事も要

因。 
【渡辺】普及計画は状況に応じて変えることができるということか。 
【何】基本計画の 5 ヵ年計画と、年度計画があり、年度計画は前年度の活動を踏まえてつくる。基

本計画は変わらない。 
【渡辺】他地区に広げていくためには、何が必要と考えるか。 
【何】農民のニーズを把握すること、研究機関と連携することである。 

６．金牛区金牛郷展示圃視察 

１）農民リーダー他に聞く 
【荒井】指導を受けてよかった技術は何か。 
【農民リーダー】きゅうりの接木とナスの施肥、太陽消毒である。1 ムー当たり 2 倍の収量になっ

た。1 ムー当たり 6000 元と収入が倍になった。 
【渡辺】現地検討会には何回出ているのか。 
【農民リーダー】年 3、4 回行われている。いつも出ている。1 回の現地検討会で農家全体の 2/3 く

らい、戸数で 50～60 戸が出てくる。 
【荒井】他地区から見に来るということはあるのか。 
【農民リーダー】現地検討会に他地区の生産組合のリーダーを集めて研修し、それらリーダーたち

が自分のところに帰って教えている。 
 

 
 



「自貢市農業局訪問」 
 
１．日 時 2003 年 11 月 26 日（水） 14:30～17:00 
２．場 所 自貢市農業局 
３．出席者   

（中国側）自貢市人民政府：陳華副市長 
自貢市農業局：詹遠明副局長他 11 名 
自貢市農業科学研究所：胡亮所長他 3 名 

     四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 3 名 
     評価団：高奇瑞団長他 2 名 
（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４．挨拶･説明 

荒井団長のあと、陳副市長から挨拶があった。 
１）陳副市長 
① プロジェクトはスタート以来順調に進んでおり、近々終わる。 
② 自貢市で研修を実施し約 340 名が研修を受け、技術レベルの向上に寄与した。 
③ 日本で 8 名のカウンターパートが研修を受け、戻ってからそれぞれの仕事に応用し大変役立

っている。 
④ セミナーを開催し、プロジェクトの成果を広報した。 
⑤ 自貢市はこのプロジェクトに対し、これまで 200 万元投入している。 
２）詹農業局副局長からの追加説明。 
① 郷鎮普及員の問題点は、知識が古い事、合理的でない事、専門技術が低い事にあった。 
② 龍譚郷での野菜協会の設立で、メンバーは 115 名（うち、生産農家 89 名、経営農家 15、野

菜販売 5、普及員 6）である。野菜管理は約 5,000 ムーで、収入は 1000 万元にのぼる。その

後、唐辛子協会など、自貢市に 24 の協会が次々に設立した。 
③ 供与機材であるデジカメ等は、情報整備に役立っている。 

８． 質疑応答・意見交換 

【渡辺】342 名の研修受講者は研修を受けた普及員はどのように変わったか。 
【詹】普及員の資質が高くなった。具体的には次のとおり。①営農調査方法を身につけた。その意

味や手法を把握し習得した。農民ニーズや問題点を把握できるようになった。②普及計画を策定で

きるようになった。③普及指導技術が向上した。④普及機関のレベルが向上した。 
【渡辺】研修を受けたモデル地区以外の普及員は、普及計画を策定しているか。 
【詹】モデル以外でも策定した。 
【渡辺】モデル地区の協会形成の動きは他地区にも広がっているのか。 
【詹】現在全市で 24 の協会がある。野菜 8、果樹 9、花卉 1、漢方、キノコなどいずれも盛んであ

る。 
【次山】研修の講師は誰がやっているのか。 
【詹】日本人の長期または短期専門家と、カウンターパートである。 
【次山】農業学校の位置づけはどのようになっているか。 



【詹】研修の場所となっている。 
【荒井】今後の普及活動推進のための市の取り組みとして、具体的なスケジュールはあるのか。 
【詹】スケジュールはまだないが、プロジェクトが終わるまでに作成し、専門家の指導を受けたい

と考えている。市政府は「自貢市農業改革プログラム」を作成中であり、これができあがればこれ

に基づいて実施していく。 
【荒井】「自貢市農業改革プログラム」では、どんな取り組みを考えているか。 
【陳】市政府としては、次のように取り組み、考えている。①自貢市農業改革法案作成中、②自貢

市産業規格プラン作成中、③これらの法案ができてから広域普及団を中心に実施していく。 
【高】農民集団の運営管理は誰がやっているのか、経費はどこから出ているのか。 
【詹】農民集団の特徴は次のとおり。①政府の役割は誘導に過ぎない。②参加は自主性に任せてい

る。③運営管理は市場のルール。四川省の場合、農民は零細であり、経済力もないので、政府が誘

導を行っている。 
【高】国としては、農民集団をこれから整備しなければならないが、どうやっていけばいいのか。

農民集団が連携を取っていくことが今後の課題と考える。モデル地区に対して他の地区より財政支

援をしていると思うがどれくらい必要と思われるか。 
【陳】市政府は 200 万元投入した。 
【趙】これから普及していくには、普及部門だけでは無理。行政の力が必要である。それが今後の

課題である。現在、自貢市農業改革計画を作成中でこの中にプロジェクト成果を波及することも入

っている。それはたとえば、研修の実施や、新技術の導入、集団の育成などである。 
【高】プロジェクトを実施しての感想を聞きたい。 
【詹】プロジェクトの実施のためには、普及手段が遅れている。普及方法はすばらしいが、日本と

比べるとたとえば、デジタルカメラなどの機材整備などができていない。ソフトはあるが、機材な

どのハード（ツール）がない。普及員の資質向上にはなくてはならない。JICA の機材のおかげで

自貢市の機材は全国でトップレベルである。研修員の受け入れ、専門家の派遣を引き続きやってほ

しい。 
【趙】①人材育成により、総合的な資質向上が重要。普及システムの整備と、それぞれの人材の特

長が発揮される環境をつくることが必要。②産業規格を作成中。産業の確立によって、人材を整備

する必要がある。 
 

 
自貢市榮県龍潭鎮現地調査 
 
１．日 時 2003 年 11 月 27 日（木） 10:00～11:45 
２．場 所 自貢市榮県龍潭鎮人民政府 
３．出席者 

（中国側）自貢市榮県龍潭鎮人民政府：羅再明書記他 2 名 
自貢市榮県龍潭鎮農業普及センター：鄧学東他 4 名 

     自貢市農業局：張世元他 6 名 
     四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 2 名 
     評価団：高奇瑞団長他 2 名 



（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４．説 明 

趙氏司会のもと、双方の挨拶の後、龍潭鎮政府より鎮の概要を始め、プロジェクトの実施や成果に

ついて説明。その後、実証展示圃を視察。発表概要は以下のとおり。 
・ 自貢市龍譚郷は、18 村、3.2 万人、耕地面積 3.7 万ムー（うち水田 2.5 万、畑 1.2 万）、1 人当た

り 3.2 ムー。潅漑面積は総面積の 50％が整備され、野菜栽培が 50％を超えている。 
５．質疑応答・意見交換 

【松本】プロジェクトによるオートバイ供与の以前の交通手段は？ 
【鄧】徒歩、自転車、バスなどが主な交通手段で、急用の場合のみ車を借りていた。オートバイの

供与で、普及が容易となり、大変有用に活用された。 
【松本】今後の活動記録についてはどのように取り組んでいくのか？ 
【鄧】普及活動の記録を今後も継続して残していき、普及の問題点や農民のニーズを把握しつつ、

次の活動に反映させていきたい。今後も活動記録を継続して、活用していく。 
【松本】野菜協会設立のきっかけは？ 
【鄧】龍譚郷の場合、きっかけは２つ。①野菜生産がかなり大規模で、もともと生産者の数も多か

ったこと、②99 年から JICA プロジェクトによって、営農調査が実施され、これにより集団育成の

可能性が出てきたことから、2000 年に協会が設立された。 
【荒井】「協会」の今後は？ 
【趙】集団化の役割、メリットは大きく、さらに郷政府として取り組んでいきたい。特に、それぞ

れの品種によって分科会を設立し、組織をより充実したい。本協会が非常に農民に喜ばれている事、

今年 9 月、自貢市の農業会議の場で、協会設立について発表し、出席者の関心を集めた事、テレビ

番組でも紹介されたとの追加説明あり（四川省農業庁発言）。 
【鄧】野菜協会の歴史的、客観的判断として、①農業の生産技術が高く、生産地であったこと、②

野菜を街に販売し、農民にとって所得向上に役立った、③資材、肥料の共同購入や、情報共有によ

り、効率化が図られた。さらに、協会設立によって、生産から販売まで一貫して行えるようになり、

交渉にも強くなった。④現在は、商品名（産地）をつけることができるようになった。 
【渡辺】プロジェクト終了後、集団に対する技術や情報はどこから得るか？ 
【鄧】新聞、テレビ、インターネット、各普及機関開催の研修会、見学などを通して、技術情報を

入手していく。また、自貢市の状況に応じた「技術」が大事。 
【渡辺】自貢市の農業科学研究所からも技術を取り入れることは可能か？ 
【張】可能。接ぎ木技術を始め、研究された技術は市全体に広く普及していく。 

６．現地調査 

その後、トマトの実証展示圃を見学。質疑応答では、①年 10 回ほど、現地検討会を実施すること、

②農民からの質問は、主にトマトの運搬にかかるものであること、③農民に対しては、検討会の後も、

わからない点は電話での相談始め、普及員によるフォローがあるとの説明。 
 



自貢市農科所研究所現地調査 
 
１． 日 時 2003 年 11 月 27 日 14:00～15:15 
２． 場 所 自貢市農業科学研究所実証試験圃 
３． 出席者 

（中国側）自貢市農業科学研究所：胡亮所長他 2 名 
     自貢市農業局：黄勇他 5 名 

四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 2 名 
評価団：高奇瑞団長他 2 名 

（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
      調査団：荒井博之団長他 4 名 
４．説 明 

研究所長より、研究所の概要始め、成果につき、実証研究圃にて説明を受けた。その後、再生稲の

圃場も見学。発表概要は以下のとおり。 
・ 研究所には、35 ムーの圃場あり（研究所の圃場は他にも 2 箇所あり）。 
・ 実証試験課題は、野菜品種試験実験等を行っており、主に自貢市のニーズに応じたもので、新品

種の 16 の比較試験を実施。２つの品種のとうがらしの実証試験を実施中であり、将来普及の可能

性が高い。試験は、野菜（いんげん、大根など）を実施。 
・ 研究目標は、量から質重視へと移ってきている。 
・ 実証された 16 試験のうち、6 つは「生産」の面で普及に移している。実証試験については、専門

家、C/P から、現場にきてもらい、指導を受けた。 
・ 研究所は、普及員の「現場」でもあった。理論は本庁で行い、実証については、この研究所が一

端を担っている。 
・ 164 人の普及員の研修を実施。その研修員がそれぞれ地元に帰り、地方の農家に技術を伝えた。

さらに現在、郷鎮の指導者も、この研究所で研修を受けたいとの希望も出てきている。 
・ 再生稲は、３ムー。毎年、10 種類を比較実験し、うち 2 種類は非常に評判が良かった。特に、2

期目の米はおいしいとの評判である。収量は 1 ムーあたり、150Kg。この試験及び展示は、営農

調査の結果に基づくもの。この実証研究は、品種の選定や切り株の残す長さといった、農民が把

握しにくいものを中心に試験を行っている。 
５．質疑応答・意見交換 

【渡辺】品種導入にあたって、試験を行う品種をどのように決めているか？ 
【胡】市場で評判の良い品種を選んでいる。また、営農調査の結果を反映したものである。例えば、

プロジェクトで行った育苗技術を利用。 
【荒井】営農調査の後、品種選定や実証試験始め、どのように、その後のやりかたにつながったか？ 
【胡】営農調査の結果、見つかった問題点や収量の高い品種を選択し、展示では、さまざまな品種

の分析結果を展示するなど、一連の流れを作った。            
 



自貢市富順県現地調査 
 
１． 日 時 2003 年 11 月 27 日 16:00～17:00 
２． 場 所 自貢市富順県人民政府 
３． 出席者 

（中国側）富順県人民政府：栄副県長 
富順県農業局：曽維宣局長、鄭常敏副局長他 4 名 
自貢市農業科学研究所：胡亮所長他 2 名 

     自貢市農業局：黄勇他 5 名 
四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 2 名 
評価団：高奇瑞団長他 2 名 

（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
調査団：荒井博之団長他 4 名 

４．説 明 

双方団長の挨拶の後、鄭副局長より、概要始め、本プロジェクトの成果につき、説明。発表概要は

以下のとおり。 
・ ３つの成果。①農業技術普及の理論の推進。営農調査によって、科学的・実践的方法を実施。現

地検討会のもと、農民への指導を実施。②農民は技術が向上し、収入が向上した。③科学的振興

を推進。 
・ プロジェクトでの活動をきっかけとして、今後、より普及につき宣伝し、広げていきたいと考え

ている。 
５．質疑応答・意見交換 

【次山】畑苗の利用が 80％というのは、大きな成果だが、急速に農民が取り入れた理由は？ 
【鄭】展示の結果、従来より収量が高い、成育従事作業が短い、労働作業が容易などが理由。 
【次山】今後の、普及活動の成果をどのように広げようとしているか？ 
【鄭】テレビ放送などを使って、成果を全県農民に広げていこうと考えている。また、農民を集め

研修会を実施したり民間業者の力も借りたりして、研修を継続していく。 
【荒井】改革の中で、県政府の役割は何？農民集団化や予算の裏づけは？ 
【鄭】改革の方針は次のとおり。①経営分野の分離 ②重点は、広域普及団の設置や普及システム

を守り、十分なサービスを提供するために努力したい。 
【松本】生産・加工・販売間の連携について、何か具体的な成功事例は？ 
【鄭】大型企業が農民との連絡をとるという役割を行ったこと。 
【松本】営農調査の他に、取り組んだことにどんなものがあるか？ 
【鄭】実証試験、展示、展示利用による研修、集団化が挙げられる。 
【松本】プロジェクト実施中の変化は何か？ 
【鄭】県と郷鎮機関との連携を深めてほしいとの運営指導調査団（中間評価）の提言があったが、

その提言を受け入れ、活動に反映させた。 
【渡辺】今後の方針は？ 
【曽】郷鎮政府だけでは普及は強くないので、県との連携・支援を強化する。 
【渡辺】プロジェクトの実施の前後での変化は？ 



【曽】以前から県と郷鎮との関係は密接であり、変化はない。 
 

 
「第 2 回合同評価会」 
 
１．日 時 2003 年 12 月 1 日（月） 16:00～17:00 
２．場 所 成都市農業庁別館 5 階会議室（プロジェクトオフィスと同じ棟） 
３．出席者   

（中国側）四川省農業庁：趙世勇（C/P リーダー）他 4 名 
     自貢市農業局：詹遠明副局長 
     評価団：高奇瑞団長 
（日本側）専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名 

４． 説 明 

荒井団長から挨拶の後、合同報告書案について報告があった。 
５． 質疑応答・意見交換 

【詹】自立発展性のところに、自貢市として改革プログラムの作成に取り組んでいることを入れ

てほしい。 
【合同評価団】了解。 
【趙】提言の人材育成について、前段の部分は組織改革と普及活動のシステム化にかかる内容な

ので、組織改革と普及活動のシステム化に移動してほしい。 
【合同評価団】モデル活動の説明については、自立発展性の部分で触れることとし、あとは削除

することでどうか。 
【趙】了解。 

 
 

「全国農業技術普及サービスセンター訪問」 
 
１．日 時 2003 年 12 月 2 日（火） 14:30～16:00 
２．場 所 北京市農業部全国農業技術普及サービスセンター 
３．出席者  

（中国側）農業部全国農業技術普及サービスセンター：夏主任他 9 名 
     評価団：高奇瑞団長 
（日本側）JICA 事務所：佐藤睦職員 

専門家：井一光義リーダー他 3 名 
     調査団：荒井博之団長他 4 名  

４． 挨拶･説明 

李氏の司会により、荒井団長の挨拶の後、夏氏から挨拶があった。 
・ 本プロジェクトは、農業普及としては日中合作プロジェクトとしては初めてのもので、日中の協

力の下、専門家と協力して順調に実施された。 



・ 多方面で多くの成果をあげ、中国にとって非常に参考になる。 
・ 中国の全国農業普及協会会長と日本を訪れたとき、日本の普及方法、体系等はとてもいいと感じ、

中国の勉強になった。日本の普及事業は 1948 年から取り組まれているが、農家の規模が小さい

など似ていることが多く、日本の経験は中国にとって非常にいい。 
・ プロジェクトの実施状況等を評価し、いい提案を行ってほしい。その提案に基づいて残りの期間

のためにやって生きたい。 
この後、荒井団長から、評価の概略を報告した。 

５． 質疑応答・意見交換 

【李】本プロジェクトの実施を通して、末端の普及関係者の考え方が変わった。その考え方という

のは、農家のニーズを反映して普及していくということ。中国で現在進めている普及改革制度のま

さに見本である。これまでは、普及制度はトップダウンだったが、農民の立場で考えるのは重要な

こと。プロジェクトで実施した営農調査はその例である。また、プロジェクトで培われた普及の理

念・考え方を農家の資質向上のために全国に普及したい。 
【李】提言にある人材育成は大いに賛成である。普及のセミナーをプロジェクトと調整してぜひや

っていきたい。また、研修「西部地区」についても賛成である。内陸の貧しい地域である西部地区

や中部地区の人間を中心に派遣したい。これは、農業部を中心としていやっていきたい。 
【荒井】セミナーについて、関係者とよく調整してほしい。JICA としても支援する。研修につい

ては、採択の通知を発出したと聞いている。人選については、プロジェクトの成果が大きく花開く

ようにしてほしい。 
 
 

「合同調整員会」 
 
１．日 時 2003 年 12 月 3 日（水） 15:30～17:00 
２．場 所 北京市農業部 1 階 105 会議室 
３．出席者   

（中国側）農業部国際合作司：屈四喜国際合作司副司長他 2 名 
     農業部全国農業技術普及サービスセンター：李立秋副主任他 3 名 
     科技部：姜小平国際合作司アジアアフリカ処副処長 
     四川省農業庁：趙学謙副庁長、趙世勇（C/P リーダー） 
     評価団：高奇瑞団長 
（日本側）日本大使館：枝元真徹参事官 

JICA 事務所：藤谷浩治次長、佐藤睦職員 
専門家：井一光義リーダー他 3 名 

     調査団：荒井博之団長他 4 名 
４．挨拶・説明 

屈氏の挨拶。 
・ 私は農家の出身なので、このプロジェクトが農業の成長に大きく貢献したことがよくわかる。 
・ 現在、中国の農業の取り組みの目標には 3 つの柱がある。農民所得の増加、農家競争力の増加、

農業効率の増加である。また、農業・農村・農民の 3 農の問題が重要であることを再認識した。 



・ 専門家など関係者の努力で順調に行われた。残り期間のプロジェクト期間を円滑に終了したい。 
・ 人を基とする、下から上に行くという農業普及の理念を浸透させたい。今後も引き続きプロジェ

クト効果があるよう努力したい。 
その後、屈氏の進行により、日本大使館の枝元氏、JICA 事務所の藤谷次長、日本側の荒井団長、

中国側の高団長からの挨拶の後、合同評価調査団を代表して日本側の荒井団長から合同評価報告

書の報告があった。 
５．意見交換 

【屈】長い間、国際協力関係に携わってきたが、JICA は今回が初めてである。終了時評価報告書

はよくできていて、見るとすぐわかる。簡素化してあり、しかも内容が充実している。 
【高】荒井団長から説明があった内容は、詳細に渡って検討した日中それぞれの意見が合意した

ものである。十分検討したもので、かつ客観的に評価したものである。 
【李】昨日、全国センターで報告書について、全員で検討した。評価団が作成した報告書は、真

実的、客観的に評価されている。また、今後のためにいい提言をしてくれた。 
【枝元】屈氏のいったとおり、わかりやすい報告書である。特に質問はない。 
【藤谷】すでに報告書の内容については、報告を受けており、昨日の全国センターでの会議には

佐藤職員が出席していて、その内容について聞いている。特に質問はない。 
 
それぞれの意見の結果から、拍手をもって、出席者全員の承認が得られ、合同調整員会が終了

された。 
以上 
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